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ごあいさつ
盛夏の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申
し上げます。
日頃より、当施設にご支援をいただき厚くお礼申し上げます。
さて、連日北海道とは思えない猛暑が続いており、利用者の皆
さんも熱中症に気を付けて過ごしておりますが、男子棟利用者の
方々に風邪症状が見られております。やはり、寒暖の差と暑さに
ついていけなく体力的にも厳しい状況にあると思います。
令和7年3月31日現在で、施設入所利用者の皆さんの年齢平均は
男子利用者で59.7歳・女子利用者で58.8歳となっております。60

歳以上の方が男女含めて43.5％となり、ほぼ半数の利用の方が60

歳を超えていることとなります。このような状況は、全道の施設
におきましてもみられることであります。
利用者の皆さんの高齢化に伴い、親の亡き後の問題と後見人制
度の利用・疾病状態の重症化による⻑期入院などいろいろな課題
が出てきております。利用者の皆様のためにもご心配のことがあ
りましたら、ご相談いただければ幸いと存じます。
先日、紋別市⻑選挙が⾏われました。現職の宮川市⻑が敗れ⼭
﨑新市⻑になりました。紋別在住のオホーツク福祉園・こまくさ
学園家族会も⼭﨑市⻑を応援して当選にむけアクションを起こし
ていただき、選挙公約の中に施設移転の支援を謳うことができま
した。心より感謝申し上げます。

施設⻑ 柴門 隆弘

日常の様子

トントン相撲で
いざ勝負☆ カレンダー作り

花火を作りました♪

絵合わせカードで
遊びました♪

みんなで楽しく
昼食タイム☆

この日は夏至で初夏御膳を♪
夏を感じるメニューでした！
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今年度もホタテの耳取り
頑張っています☆

後片付けも
協力してテキパキと♪

紋別で買い物して
食事を楽しんできました☆

みんなで買い物に
行ってきます♪

天気のいい日は
散歩をして体力づくり♪

イベントの様子

ＧＷは少し寒かったですが花見をして
ジンギスカンをみんなで食べました！
外で食べるジンギスカンは格別でした♪
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6月20日金曜日に来園して下さり
なじみの歌謡曲やアニメソングを
演奏して歌ってくださり
とても楽しい時間を

過ごさせていただきました

６月はパークゴルフ大会
お天気にも恵まれ

みなさん楽しんでいました☆
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支援課より
北海道も30℃超えの気温が続いておりますが、みなさまはお
変わりなくお過ごしでしょうか。
施設では、熱中症対策として定時の水分補給やエアコンによ
る温度調整・作業時間の変更など、利用者さんの体調を第一に
考え活動しています。
また、日々の食事を通して基礎体力・免疫力を上げる事を大
切にし、施設栄養士がメニューを考え初夏御膳や土曜の丑の日
にうな丼など、元気が出る食事を提供しています。利用者さん
からは、「初夏御膳、楽しみだね！！」・「美味しかっ
た！！」・「次はいつ？」など笑顔で話す姿を見ます。
今後は、港まつりや日帰り旅⾏など利用者さんが楽しめるイ
ベントを企画・実施してまいります。次号のふきのとうも、笑
顔あふれる通信になるように支援課一同取り組んでまいります
ので、ご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

心に響く名言（アンパンマンのマーチより）

『何の為に生まれて 何をして生きるのか
答えられないなんてそんなのは嫌だ。』

この歌詞は「人生」について深く考えさせられます。
日々の生活を何気なく過ごすことが多い中、時々目にするこの
言葉。
これからの人生、何をして生きるのか…。
今の自分に何ができるのか、何をするべきなのかを考え、小さ
なことでも誰かのためにできること、少しだけ頑張っていきた
いと思います！！

生活支援課⻑ 牧野 幸生

今回の自由食はケンタッキーが人気でした☆

今年も皆さん楽しみにされている帰省の季
節になりました。保護者様からのご希望は
7月22日（火）までご連絡下さい。
帰省中は体調確認及び、感染対策のご協力
をお願いいたします。


